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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月2日(2015.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピアツーピアネットワーク上の第１のピアホストにおいてインターネット・プロトコル
・バージョン４（ＩＰｖ４）アドレス・リテラルからインターネット・プロトコル・バー
ジョン６（ＩＰｖ６）アドレスを生成する、コンピュータ実装される方法であって、
　第２のピアホストから前記ＩＰｖ４アドレス・リテラルを受信する段階と、
　受信したＩＰｖ４アドレス・リテラルをドメイン名変換サーバーのドメイン名付加する
ことによって第一のピアホストにおいてホスト名を構築する段階であって、前記ドメイン
名変換サーバーは、前記ＩＰｖ４アドレス・リテラルを含むホスト名を解釈してＩＰｖ４
アドレス・リテラルを含むＡレコードを生成するよう構成されている、段階と、
　構築したホスト名を前記ドメイン名変換サーバーに送信する段階と、
　前記送信する段階に応じて、前記Ａレコードから生成された合成ＩＰｖ６アドレスを受
信する段階であって、前記合成ＩＰｖ６アドレスはネットワーク・アドレス変換（ＮＡＴ
６４）サーバーを同定する第一の部分および前記ＩＰｖ４アドレス・リテラルに関連付け
られたＩＰｖ４ホストを同定する第二の部分を含む段階と、
　受信した合成ＩＰｖ６アドレスを用いて、前記ＮＡＴ６４サーバーを通じて、前記Ａレ
コードで同定された前記ＩＰｖ４ホストに接続する段階とを有する
方法。
【請求項２】
　構築されたホスト名をドメイン名変換サーバーに送信する段階により、ドメイン名サー
バーが合成ＩＰｖ６アドレスを生成可能であり、前記ドメイン名サーバーは、
　前記構築されたドメイン名によって同定されるドメイン名変換サーバーに問い合わせし
て前記Ａレコードを取得する段階と；
　前記Ａレコードを既知のＮＡＴ６４サーバーのアドレスと組み合わせて前記合成ＩＰｖ
６アドレスを形成する、前記ＮＡＴ６４サーバーはＩＰｖ４ホストとＩＰｖ６ホストとの
間で変換するための使用可能である、段階とを実行する、
請求項１記載の方法。
【請求項３】
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　前記第一のピアホストにおいて複数の合成的に生成されたＩＰｖ６アドレスを解析して
、前記ＩＰｖ４リテラルを合成ＩＰｖ６アドレスにエンコードするために使われている符
号化スキームを判別する段階をさらに含む、請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記解析が、前記合成ＩＰｖ６アドレスと、該ＩＰｖ６アドレスのそれぞれを生成する
ために使われたＩＰｖ４リテラル・アドレスとの間の相関付けを実行して、前記ＩＰｖ４
アドレスがどのように前記合成ＩＰｖ６アドレス内にエンコードされているかを識別する
ことを含む、請求項３記載の方法。
【請求項５】
　ひとたび前記符号化スキームが判別されたら、その後、前記第一のピアホストにおいて
合成ＩＰｖ６アドレスを生成する段階をさらに含む、請求項３記載の方法。
【請求項６】
　ピアツーピアネットワーク上の第１のピアホストにおいて、インターネット・プロトコ
ル・バージョン４（ＩＰｖ４）アドレス・リテラルからインターネット・プロトコル・バ
ージョン６（ＩＰｖ６）アドレスを生成するコンピュータ実装されるシステムであって、
当該システムはプログラム・コードを記憶するメモリおよびプロセッサを有し、前記プロ
セッサは前記プログラム・コードを処理して：
　第２のピアホストからＩＰｖ４アドレス・リテラルを受信する段階と、
　受信したＩＰｖ４アドレス・リテラルをドメイン名変換サーバーのドメイン名に付加す
ることによって第一のピアホストにおいてホスト名を構築する段階であって、前記ドメイ
ン名変換サーバーは、前記ＩＰｖ４アドレス・リテラルを含む前記ホスト名を解釈してＩ
Ｐｖ４アドレス・リテラルを含むＡレコードを生成するよう構成されている、段階と、
　構築されたホスト名をドメイン名変換サーバに送信する段階と、
　前記送信する段階に応じて、Ａコードから生成された合成ＩＰｖ６アドレスを受信する
段階であって、前記合成ＩＰｖ６アドレスはネットワーク・アドレス変換（ＮＡＴ６４）
サーバーを同定する第一の部分および前記ＩＰｖ４アドレス・リテラルに関連付けられた
ＩＰｖ４ホストを同定する第二の部分を含む段階と、
　受信された前記合成ＩＰｖ６アドレスを用いて、前記ＮＡＴ６４サーバーを通じて、前
記Ａレコードにより同定されたＩＰｖ４ホストに接続する段階とを含む動作を実行する、
システム。
【請求項７】
　構築されたホスト名をドメイン名変換サーバに送信する段階は、ドメインサーバーが合
成ＩＰｖ６アドレスを生成できるようにし、前記ドメインサーバーは、
　前記構築されたドメイン名によって同定されるドメイン名変換サーバーに問い合わせし
て前記Ａレコードを取得する段階と；
　前記Ａレコードを既知のＮＡＴ６４サーバーのアドレスと組み合わせて前記合成ＩＰｖ
６アドレスを形成する、前記ＮＡＴ６４サーバーはＩＰｖ４ホストとＩＰｖ６ホストとの
間で変換するための使用可能である、段階とを実行する、
請求項６記載のシステム。
【請求項８】
　コンピュータによって実行されたときに前記コンピュータに請求項１ないし５のうちい
ずれか一項記載の方法を実行させるコンピュータプログラム。
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